
  

国
の
財
政
状
況

・
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
は
、
昨
年

度
か
ら
の
補
正
予
算
の
財
源
は

す
べ
て
赤
字
国
債
で
、
借
金
の

返
済
は
60
年
に
わ
た
り
将
来
子

や
孫
の
世
代
が
負
担
す
る
こ
と

に
な
る
。

・
赤
字
国
債
は
、
７
０
０
兆
円
も
の

残
高
で
、
建
設
国
債
と
合
わ
せ

る
と
現
在
１
０
０
０
兆
円
の
残

高
で
あ
る
。

Q
酒
井
：
国
は
巨
額
の
借
金
を
抱
え

て
危
機
的
な
財
政
状
況
に
あ
り
、
こ

れ
が
今
後
の
地
方
財
政
に
大
き
く
影

響
す
る
こ
と
か
ら
、
国
家
財
政
の
健

全
化
を
計
画
的
に
進
め
る
べ
き
と
考

え
る
が
、
国
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
認
識
し
、
今
後
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
て

い
る
の
か
？

A
知
事
：
国
の
財
政
状
況
は
「
厳
し

い
」
と
言
え
る
状
況
を
通
り
越
し
て

い
る
。
将
来
世
代
に
過
度
な
負
担
を
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負
わ
せ
な
い
、
持
続
可
能
な
財
政
構

造
へ
の
転
換
を
考
え
て
い
く
時
期
に

来
て
い
る
。

  

県
の
行
財
政
改
革

・
私
は
昨
年
９
月
議
会
定
例
会
の
一

般
質
問
で
、
コ
ロ
ナ
を
契
機
と

し
て
「
行
財
政
改
革
方
針
」
を

策
定
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

・
こ
の
提
案
を
受
け
て
、
県
で
は
今

年
度
「
行
政
・
財
政
改
革
方

針
」
の
策
定
作
業
を
行
っ
て
お

り
、
年
度
内
に
策
定
す
る
予
定
。

・
国
は
こ
れ
ま
で
基
礎
的
財
政
収
支

の
黒
字
化
を
目
指
す
方
針
で
あ

っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
経

済
財
政
へ
の
影
響
が
見
通
せ
ず
、

今
後
方
針
を
修
正
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
っ
て
い
る
。

・
こ
う
し
た
中
で
は
、
数
値
目
標
を

掲
げ
る
「
行
政
・
財
政
改
革
方

針
」
を
、
県
と
し
て
今
年
度
中

に
策
定
す
る
こ
と
は
困
難
と
考

え
る
。

・
私
は
、
行
財
政
改
革
を
行
う
上
で
、

民
間
が
で
き
る
こ
と
は
民
間
に

委
ね
る
、
バ
ラ
マ
キ
的
な
事

業
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
的
な
事

業
は
行
わ
な
い
、
新
規
の
箱
物

の
建
設
は
行
わ
な
い
、
や
め
る

も
の
は
や
め
る
、
見
直
し
は
先

送
り
し
な
い
、
な
ど
の
視
点
が

非
常
に
重
要
と
考
え
る
。

Q
酒
井
：
現
状
に
お
い
て
は
コ
ロ
ナ

の
影
響
に
よ
る
経
済
財
政
へ
の
影
響

が
見
通
せ
ず
、
今
後
の
地
方
財
政
計

画
の
概
要
が
把
握
で
き
な
い
な
ど
、

地
方
財
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
不
確

実
性
を
増
し
て
い
る
が
、
「
行
政
・

財
政
改
革
方
針
」
を
今
年
度
中
に
策

定
す
る
方
針
を
先
送
り
す
べ
き
で
は

な
い
か
？

A
知
事
：
来
年
度
は
現
行
総
合
計
画

の
最
終
年
度
に
な
っ
て
い
る
。
「
行

政
・
財
政
改
革
方
針
」
の
策
定
時
期

に
つ
い
て
令
和
３
年
度
末
を
予
定
し

て
い
た
が
、
総
合
計
画
と
時
期
を
合

わ
せ
て
令
和
４
年
度
中
の
策
定
を
目

指
し
て
取
り
組
む
。

Q
酒
井
：
行
財
政
改
革
を
進
め
る
上

で
は
、
利
害
関
係
に
あ
る
関
係
機
関

や
団
体
等
か
ら
の
強
い
抵
抗
も
予
想

さ
れ
る
が
、
「
行
政
・
財
政
改
革
方

針
」
を
策
定
し
実
行
す
る
に
当
た
っ

て
の
決
意
は
？

A
知
事
：
広
く
県
民
全
体
の
同
意
を

受
け
る
努
力
を
す
る
一
方
で
、
特
に

事
業
関
係
者
と
は
丁
寧
な
対
話
を
行

い
、
多
く
の
県
民
の
理
解
と
協
力
を

得
な
が
ら
行
政
・
財
政
改
革
を
行
っ

て
い
く
。

　  

上
水
道
の
広
域
連
携

・
地
方
自
治
体
の
水
道
事
業
を
取
り

巻
く
環
境
が
悪
化
し
て
お
り
、

人
口
が
減
少
し
て
水
需
要
が
減

少
し
、
料
金
収
入
が
減
少
し
て

い
き
、
職
員
の
高
齢
化
と
施
設

の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。

・
水
道
事
業
の
課
題
を
解
決
す
る
た

め
に
も
、
水
道
の
広
域
連
携
を

進
め
る
必
要
が
あ
り
、
現
在
県

が
推
進
役
と
な
っ
て
、
「
水
道

広
域
化
推
進
プ
ラ
ン
」
の
策
定

作
業
を
行
っ
て
い
る
。

・
上
伊
那
広
域
圏
で
は
、
県
及
び
５

市
町
村
に
よ
り
「
長
野
県
上
伊

那
広
域
水
道
用
水
企
業
団
」
が

昭
和
55
年
に
設
置
さ
れ
、
平
成

４
年
か
ら
５
市
町
村
に
水
道
用

水
を
供
給
し
て
い
る
。

Q
酒
井
：
「
水
道
広
域
化
推
進
プ
ラ

ン
」
の
策
定
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
感
は
？

A
環
境
部
長
：
現
在
広
域
化
の
形
態

（
①
管
理
の
一
体
化
②
施
設
の
共
同

化
③
事
業
統
合
の
３
パ
タ
ー
ン
）
の

検
討
を
進
め
て
い
る
が
、
そ
の
結
果

を
１
月
以
降
に
水
道
事
業
者
に
示
す
。

そ
の
後
広
域
連
携
の
方
向
性
に
つ
い

て
協
議
及
び
検
討
を
進
め
、
令
和
４

年
度
中
に
「
水
道
広
域
化
推
進
プ
ラ

ン
」
と
し
て
取
り
ま
と
め
る
。

Q
酒
井
：
上
伊
那
広
域
圏
は
水
道
の

広
域
連
携
を
進
め
る
に
は
、
様
々
な

環
境
が
整
っ
て
い
る
と
考
え
る
が
、

今
後
広
域
連
携
を
進
め
る
モ
デ
ル
地

域
と
し
て
、
県
が
推
進
役
と
な
っ
て

他
の
地
域
に
先
行
し
て
連
携
を
進
め

る
こ
と
を
提
案
す
る
が
？

A
環
境
部
長
：
上
伊
那
圏
域
で

は
、
企
業
団
か
ら
用
水
供
給
を

受
け
る
エ
リ
ア
内
で
は
既
に
市

町
村
間
の
基
幹
施
設
が
接
続
さ

れ
た
形
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

た
め
大
き
な
費
用
を
か
け
る
こ

と
な
く
施
設
の
統
合
を
行
う
こ

と
が
可
能
。
上
伊
那
圏
域
に
お

い
て
モ
デ
ル
的
な
広
域
連
携
策

が
打
ち
出
せ
る
よ
う
、
広
域
化

の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
に

基
づ
き
市
町
村
並
び
に
企
業
団

と
意
見
交
換
を
行
う
。

※
提
案
に
基
づ
い
て
、
上
伊
那

広
域
圏
を
モ
デ
ル
に
水
道
の
広

域
連
携
策
を
進
め
る
県
の
方
針

が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

  

下
水
道
の
広
域
連
携

・
下
水
道
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
は

悪
化
し
て
お
り
、
職
員
数
の
減

少
、
人
口
の
減
少
に
伴
う
料
金

収
入
の
減
少
、
処
理
場
や
管
路

の
老
朽
化
に
伴
う
更
新
需
要
の

増
大
な
ど
が
課
題
。

・
課
題
解
決
の
た
め
に
も
広
域
連
携

を
進
め
る
べ
き
で
あ
り
、
中
で

も
公
益
財
団
法
人
「
長
野
県
下

水
道
公
社
」
に
業
務
委
託
す
る

こ
と
が
非
常
に
有
効
と
考
え
る
。

・
公
社
は
、
長
野
県
と
県
内
の
全
市

町
村
が
参
画
し
て
平
成
３
年
に

設
置
さ
れ
て
お
り
、
主
な
事
業

は
市
町
村
の
下
水
道
の
維
持
管

理
な
ど
。

・
下
水
道
公
社
は
県
と
県
下
の
全
市

町
村
の
出
捐
（
会
社
で
い
う
出

資
）
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
組
織

で
あ
り
、
市
町
村
の
義
務
と
し

て
も
終
末
処
理
場
な
ど
の
維
持

管
理
を
公
社
に
委
託
す
べ
き
。

Q
酒
井
：
長
野
県
下
水
道
公
社
の
経

営
力
の
強
化
を
図
る
た
め
に
も
、
市

町
村
の
下
水
道
事
業
の
経
営
改
革
を

図
る
た
め
に
も
、
下
水
道
施
設
の
維

持
管
理
業
務
を
直
営
で
行
っ
て
い
る

市
町
村
に
対
し
て
、
可
能
な
限
り
下

水
道
公
社
に
委
託
す
る
こ
と
要
請
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
公
社
の
理
事
長

で
も
あ
る
副
知
事
と
し
て
の
所
見
を

伺
う
。

A
副
知
事
：
公
社
で
は
、
県
下
の
約

半
数
の
市
町
村
か
ら
処
理
場
の
維
持

管
理
業
務
を
受
託
し
て
い
る
が
、
今

行
財
政
改
革

上
・
下
水
道
の

　
　
　
広
域
連
携

11
月
県
議
会

11
月
県
議
会

後
人
口
の
減
少
や
技
術
系
職
員
の
確

保
が
困
難
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

て
お
り
、
特
に
小
規
模
市
町
村
に
お

い
て
下
水
道
公
社
の
必
要
性
が
さ
ら

に
高
ま
る
。
県
で
は
令
和
５
年
度
か

ら
の
新
た
な
下
水
道
に
関
す
る
構
想

策
定
に
向
け
て
作
業
を
進
め
て
お
り
、

こ
の
策
定
過
程
に
お
い
て
下
水
道
公

社
の
一
層
の
活
用
に
つ
い
て
市
町
村

に
提
案
し
て
い
く
。

※
提
案
に
基
づ
い
て
、
下
水
道

の
広
域
連
携
の
一
環
と
し
て
、

市
町
村
下
水
道
の
維
持
管
理
を

県
下
水
道
公
社
へ
委
託
し
て
い

く
県
の
方
針
が
明
確
に
な
り
ま

し
た
。

　

酒
井
県
議
が
委
員
長
を
務
め
る

総
務
企
画
警
察
委
員
会
が
審
査
し

た
議
案
は
「
迷
惑
防
止
条
例
案
」

な
ど
７
件
、
陳
情
は
16
件
で
す
が
、

議
案
は
全
て
原
案
ど
お
り
可
決
す

べ
き
と
決
定
し
、
陳
情
は
14
件
を

採
択
す
べ
き
と
決
定
し
た
旨
の
委

員
長
報
告
を
行
い
、
本
会
議
で
は

全
て
が
委
員
長
報
告
の
と
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問（
　
　
）

11
月
30
日

総務企画警察委員会　審査の様子

県営箕輪ダム（企業団が取水）

●
委
員
会
活
動
●


